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　当市の基幹産業は農業です。県内でも有数の稲作地
帯として国の食料供給にも大きく貢献しています。
　しかし、その一方で長年にわたって行われている秋
の「稲わら焼き」は、温暖化の原因である大量の二酸
化炭素を放出し、発生する煙は健康被害や環境汚染な
どをもたらしています。

　市内の広範囲において稲わら焼きが行われています
が、その中でも特にＥＬＭ周辺の唐笠柳地区、津軽自
動車道沿いの地区、三輪小学校付近の地区の市民の方
から苦情や相談が多く寄せられています。

　また、国では、世界的なＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)推進のため、農林水産業分野において温暖化対策の一
環として2050年度までに二酸化炭素の排出量をゼロにすることを施策目標として掲げ、ＪＡグループにおいても
連携して取り組むことを表明しています。

　稲わら焼きの問題は、農家の方も困っていることから、関係団体のほか、多くの市民からの協力と賛同も得な
がら、農業者が主体的に稲わら焼き防止に取り組める環境を整備していくなど、

　　地域一体となって稲わら焼き防止対策を強力に推進していく 必要があります。 

　当市では、これまでも県やＪＡ等と連携し、巡回指
導を中心に農業者に対して稲わら焼き防止の協力を要
請してきました。
　大規模農家が稲わら収集に努めていることもあって
近年は徐々に減少してきていますが、依然として稲わ
ら焼きは続いています。

　稲わら焼き被害の主な内容は次のとおりです。
　そのほか、観光客や漆川工業団地の誘致企業からも
苦情が寄せられるなど、地域のマイナスイメージにつ
ながりかねない状況となっています。

地域一体となって稲わら焼き防止対策を強力に推進していく

地域一体となって、 ストップ！  “稲わら焼き”
稲わら焼き防止特集

▷煙が店内に入り、商品に臭いが付着する。
▷精密機械を扱う工場内に煙が入ってくる。

子どもがぜんそくで、わら焼きの時期は発作が
ひどくて、困っています。

～農家の声～～市民の声～

迷惑をかけていることも分かっているし、でき
れば燃やしたくない。
でも、機械もないし、高齢で手間もかかるし、
後継ぎもいないから、仕方なく。

▷煙で視界が悪くなって信号や
　歩行者に気付くのが遅れ、自
　動車事故を起こしそうになる。

▷歩行中に煙で目が開けられず、
　 周りに注意を払えないために自転車や自動車と

衝突しそうになって危険だ。

【商業施設・工場等の被害】

【交通障害】【健康被害】

▷ぜんそくを患っていて、症状が悪化する。
▷煙で目や喉が痛くなる。
▷煙の臭いで気分が悪くなり、頭痛を起こす。

なぜ、「稲わら焼き防止」に取り組む必要があるの？
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